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今月の
表紙
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Information

商工会議所がリスクに備えて各種ご提案［リスクへの備え、万全ですか？？］ 8

渡邊博美会頭が行く　ヒロミGo ！
タカラ印刷株式会社［ヒロミ Go ！］ 9

事業承継 個別相談会を開催中［こちら中小企業相談所］ 6

東北中央自動車道開通から一年［ 特 集 ］ 2

相馬・米沢広域観光情報［東北中央自動車道がつなぐ］ 16

［新入会員のご紹介］ 15

県女連白河大会
10月定例会「マーチングfromふくしま」［女性会　圓

まどか

・青年部トピックス］ 13

10月のセミナーなど実施報告［会議所のうごき］ 10

今月の表紙：「あづま総合運動公園のいちょう並木」
　520mにわたり立ち並んだ116本のいちょう。黄金色に色づいた並木の下をゆっ
くり歩く家族連れ、カップル、老夫婦の風景は映画のワンシ－ンを見ているようです。
見ごろの時期に合わせてライトアップされたいちょう並木は幻想的な時間を演出し
ます。今年のライトアップは11月中旬まで実施予定です。詳しくは（公財）福島県都
市公園・緑化協会までお問合せください。http://www.azumapark.or.jp/

平成30年７月〜９月期の調査結果［中小企業景況調査結果］ 7

会員事業所の情報発信コーナー［会員ビジネスボード］ 14

表２

通
年
で
使
用
で
き
る
便
利
な
ガ
イ
ド
ブッ
ク

『ようこそふくしま うまいもの店&湯けむり紀行 2018-2019』発行
　平成７年の｢ふくしま国体｣開催を契機に発行し、20年以上の信頼と実績を
誇る当所発行の飲食店情報誌『ようこそふくしま』の最新版が完成しました。

［掲載内容］　飲食店情報、おみやげ店、宿泊・温泉施設、
　　　　　　タクシー・運転代行業など
　　　　　　全130件掲載　　　　　観光情報も充実!!
［発行部数］　22,000部

○｢今度、福島支店として
　　視察を受け入れることになったけど、
　　　飲食店がまとめて掲載された冊子がないかなぁ?｣

○｢お客さんから｢どこかいい店ない?｣と尋ねられた時に
　　　　　　　　　　　パッと渡せるものがないかしら?｣

○｢たまには違うお店に行きたいな｣

そんな時に頼もしい一冊が『ようこそふくしま』です。

◎ご用命・お問合せ先　商工サービス課　電話572－7116(直通)

今月号に
同封しましたので
ぜひご覧ください。

食欲の秋　ランチを1,000円で楽しもう

◎お問合せ先　地域振興課　☎572－7118（直通）

秋
の
ラ
ン
チ
で
食
う
ポ
ン 

実
施
中
！

大人気企画
「ランチで食うポン」2018・秋が好評実施中です。

季節限定1,000円以上の特別メニューが
1,000円（税込）で食べられます。
☆参加店舗　55店舗
　　　　　　参加店舗は当所WEBで公開中
　 掲載№36トラットリアLa・MOMO様につきましてはお店の事情により
　 現在休業をしております。ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

☆期　間　10月１日（月）～11月30日（金）
☆スタンプラリーも同時実施
　　　３店舗回ると豪華景品が当たるチャンス
☆スマホでもクーポンが使えます

11月30日まで！！

この画面を
見せるだけで
OK!!
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◇
雪
に
強
い
信
頼
の
道

　
福
島
山
形
の
県
境
を
貫
く
栗
子
ト
ン
ネ
ル

は
、国
道
13
号
よ
り
1
9
0
m
低
い
位
置
を

通
過
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
福
島・米
沢
間
で
は
、冬
季
平
均

で
年
2
回
の
通
行
止
め
が
発
生
し
、開
通
前

は
大
型
車
等
の
立
ち
往
生
が
1
3
0
件
も

起
き
て
い
ま
し
た
。開
通
後
、同
区
間
を
走

る
東
北
中
央
道
で
の
立
ち
往
生
は
ゼ
ロ
を
記

録
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、冬
季
間
は
敬
遠
さ
れ
て
い
た
大
型

車
も
安
心
し
て
走
行
で
き
る
こ
と
か
ら
交
通

量
も
増
え
、往
来
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。い
ず
れ
の
デ
ー
タ
か
ら
も「
雪
に

強
く
信
頼
性
の
高
い
高
速
道
路
」が
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
で
見
る
開
通
効
果

さ
ら
に
つ
な
が
る 

も
っ
と
つ
な
が
る

◇
山
形
市
ま
で
開
通［
30
年
度
中
］

　
東
北
中
央
道
は
相
馬
市
を
起
点
と
し
、福

島
市
、米
沢
市
、山
形
市
な
ど
を
経
由
し
て

秋
田
県
横
手
市
で
秋
田
道
に
連
結
す
る
総

延
長
2
6
8
㎞
の
高
速
道
路
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、南
陽
高
畠
IC
～
山
形
上
山
IC

間
が
平
成
30
年
度
中
に
開
通
し
、山
形
市

ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。山
形
市
ま
で
の
ル
ー

ト
と
し
て
、東
北
道・村
田
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
J
C
T
）～
山
形
道
の
ほ
か
に
、東
北
中

央
道
ル
ー
ト
が
加
わ
り
ま
す
。

◇
常
磐
道
と
接
続［
31
年
度
予
定
］

　
相
馬
福
島
道
路
の
相
馬
IC
～
相
馬
山
上

IC
間
は
、平
成
31
年
度
中
の
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。常
磐
道
と
接
続
し
、い
わ
き・

水
戸
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
ほ

か
、常
磐
道・亘
理
IC
か
ら
北
で
仙
台
東
部

道
路
に
つ
な
が
り
、仙
台
空
港
も
近
く
な
り

ま
す
。

◇
東
北
初

　新
幹
線
の
上
を
ま
た
ぐ
道

　
平
成
32
年
度
開
通
を
目
指
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
霊
山
IC
～（
仮
）福
島
北

J
C
T
間
で
は
、東
北
で
は
初
め
て
、高
速
道

路
が
新
幹
線
と
在
来
線
の
上
を
ま
た
ぐ
道

路
と
な
る「（
仮
）桑
折
高
架
橋
」の
架
設
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。全
長
1
、2
1
8
m
の

高
架
橋
は
、完
成
す
る
と
相
馬
福
島
道
路
間

で
最
長
の
長
さ
の
橋
に
な
り
ま
す
。

◇
南
東
北
の
交
流
活
発
化

　
平
成
28
年
の『
観
光
白
書
』（
観
光
庁
）に

よ
れ
ば
、宿
泊
者
全
体
に
占
め
る
外
国
人
構

成
比
は
福
島
、山
形
の
両
県
と
も
下
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
仙
台
空
港
と
つ
な
が
る
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
完
成
で
、広
域
的
な
観
光
周
遊

ル
ー
ト
が
可
能
と
な
り
ま
す
。南
東
北
は

サ
ム
ラ
イ
の
歴
史
や
文
化
、個
性
豊
か
な
温

泉
、お
い
し
い
果
物
な
ど
外
国
人
を
と
り
こ

に
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
宝
庫
。こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
発
見
や
感
動
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
首
都
圏
を
訪
れ
た
外
国
人
に
一
歩
足
を
延

ば
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、地
域
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
、誰
も
が「
お
も
て
な
し
」の
心
で
訪

れ
る
人
々
を
温
か
く
迎
え
た
い
で
す
ね
。

◇
道
の
駅
は
大
人
気

　
新
鮮
な
農
産
物
販
売
や
そ
の
土
地
の
魅

力
を
発
信
す
る
施
設
と
し
て
人
気
の「
道
の

駅
」に
も
開
通
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
相
馬
福
島
道
路
の
霊
山
IC
に
隣
接
す
る

道
の
駅「
伊
達
の
郷
り
ょ
う
ぜ
ん
」は
、3
月

24
日
の
開
業
か
ら
半
年
で
1
0
0
万
人
目

の
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
、平
成
29

年
5
月
開
業
の「
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」は
、

9
月
に
2
5
0
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
米
沢
で
は
、4
月
20
日
開
業
の「
道
の
駅
米

沢
」が
開
業
か
ら
半
年
の
10
月
に
1
0
0
万

人
を
達
成
す
る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　
福
島
市
で
は
福
島
大
笹
生
IC
の
並
び
に

「（
仮
）道
の
駅
ふ
く
し
ま
」が
、平
成
32
年
度

開
業
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
桃
」を
テ
ー
マ
と
す
る
福
島
市
の
道
の
駅
に

も
期
待
し
た
い
で
す
。

Part
1

3

●
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
か
ら
一
年

東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
か
ら
一
年

　長
年
の
悲
願
だ
っ
た
東
北
中
央
自
動
車
道
の
福
島
大
笹
生
IC
～
米
沢
北
IC
間
が
無
料
開
通
し

て
か
ら
、11
月
4
日
で
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。福
島・米
沢
間
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

両
地
域
で
新
し
い
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、着
々
と
整
備
が
進
む
相
馬
福
島
道
路
は
、新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
月
は
、道
路
開
通
か
ら
一
年
の
効
果
と
今
後
の
展
望
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
デ
ー
タ・画
像
提
供
協
力
　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
福
島
河
川
国
道
事
務
所
）

　
開
通
に
よ
っ
て
隣
接
す
る
都
市
と
の
距
離

が
短
縮
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
が
各
方
面
で
表
れ

て
い
ま
す
。
福
島
大
笹
生
IC
に
近
い
飯
坂

温
泉
で
は
、開
通
後
に
山
形
方
面
か
ら
の
来

訪
者
が
約
2
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
あ
る

ホ
テ
ル
の
営
業
担
当
者
は
、「（
山
形
県
）置
賜

地
域
で
は
反
応
が
よ
い
。
忘
新
年
会
の
営

業
も
力
が
入
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
各
地
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
も
開
通
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。12

月
9
日
開
催
の「
第
21
回
あ
づ
ま
荒
川
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」で
は
、山
形
方
面
か
ら

の
参
加
者
を
増
や
そ
う
と
P
R
に
努
め
て
い

ま
す
。あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
を
管
理
す
る

福
島
県
都
市
公
園・緑
化
協
会
も
、合
宿
な

ど
の
誘
致
を
強
化
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
、相
馬
、米
沢
は
特
色
あ
る
製
造
業

が
立
地
し
て
い
ま
す
。
産
業
集
積
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
福
島
市
で
は
、福
島
大
笹
生

IC
の
隣
接
地
に
工
業
団
地
の
造
成
が
6
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
人
手
不
足
や
燃
料

費
高
騰
な
ど
、運
輸
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、整
備
が
進
む
新
た
な

動
脈
は
、物
流
コ
ス
ト
の
削
減
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
拡
充

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、緊
急
時
の
代
替
機
能

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
分
野
で
新
た

な
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
具
体
的
な
開
通
効
果
や

今
後
の
整
備
計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
す
道

6

6

6

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

13

13

13

13

13

13
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115

115

115

115

115

福島JCT

かみのやま温泉IC

南陽高畠IC

山形上山IC

山形中央IC
天童IC

尾花沢IC

東根IC
東根北IC
（仮）村山IC
（仮）村山北IC
大石田村山IC

（仮）金山IC

山形JCT

相馬IC

（仮）国道4号IC
（仮）福島保原線IC

（仮）福島北JCT
福島大笹生IC

米沢中央IC米沢北IC

米沢八幡原IC

本宮市

二本松市

南相馬市

伊達市

白石市

村上市

南陽市
長井市

上山市
岩沼市
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天童市
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大崎市

尾花沢市

塩竈市
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霊山IC 霊山飯舘IC 相馬山上IC

相馬玉野IC

雄勝こまちIC

湯沢IC
横手IC

平成30年度
開通予定
延長4.3km

平成30年度
開通予定
延長24.4km
（通行有料）

平成29年11月
開通済

延長約35.6km

平成32年度
開通予定

延長約2.0km

未定
延長約2.8km

平成32年度
開通予定

延長約7.4km

平成30年3月
開通済

延長約12.0km

平成30年3月
開通済

延長約12.0km

平成29年3月
開通済

延長約10.5km

平成31年度
開通予定

延長約6.0km

平成28年9月
開通済 

延長約1.4km

東北中央自動車道
延長約37km

相馬福島道路
延長約45km

広域的な道路ネットワークが形成！

この地図の作成にあたっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を使用した。
（承認番号平28情使、第307-GISMAP36425号）
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●
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
か
ら
一
年

　
高
規
格
幹
線
道
路
の
東
北
中
央
自
動
車

道
福
島
・
山
形
県
区
間
は
順
次
開
通
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、相
馬
、

福
島
、米
沢
を
1
時
間
で
つ
な
ぐ
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
、概
ね
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、福
島
市

近
傍
の
南
東
北
地
域
は
、高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
結
節
点
に
な
る
と
同
時
に
沿
岸
部

と
内
陸
部
と
の
分
岐
点
に
も
な
り
、交
通
の

要
衝
と
し
て
沿
線
地
域
の
利
便
性
が
大
き
く

向
上
す
る
と
と
も
に
、広
域
的
な
観
光
交
流

の
拡
大
、地
域
産
業
の
活
性
化
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
経
済・産
業
振
興
面
で
は
、相
馬・福
島・米

沢
の
各
経
済
圏
が
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

製
造
業・物
流
に
関
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

強
み
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
企
業
立
地
が
期

待
さ
れ
、ま
た
実
際
に
立
地
が
始
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、移
動
時
間
の
短
縮
に
よ

り
、一
度
で
多
く
の
観
光
地
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り

ま
す
。こ
れ
は
、福
島
県
内
の
福
島
観
光
圏
に

お
け
る
追
い
風
に
な
る
と
と
も
に
、米
沢
を

含
む
山
形
県
置
賜
地
方
や
相
馬
、仙
台
方
面

で
の
新
し
い
広
域
的
な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

形
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、地
域
の
発
展
や
震
災
か
ら
の

復
興
を
力
強
く
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、現

在
事
業
中
で
あ
る
相
馬
福
島
道
路
の
霊
山
か

ら
福
島
間
の
一
日
も
早
い
開
通
に
向
け
、引

き
続
き
事
業
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
風
評
払
拭
に
努
め
て
き
た
福
島
の
農
家
に

と
っ
て
、東
北
中
央
道
の
開
通
は
久
し
ぶ
り

の
明
る
い
話
題
で
す
。開
通
か
ら
初
め
て
と

な
っ
た
こ
の
夏
は
、桃
を
求
め
て
山
形
か
ら

来
ら
れ
た
お
客
様
を
多
く
お
迎
え
し
ま
し
た
。

「
福
島
の
桃
は
美
味
し
い
」の
言
葉
が
何
よ

り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
道
路
の
整
備
が
今
後
進
む
と
、山
形
、秋

田
と
つ
な
が
り
ま
す
。東
北
を
旅
し
た
外
国

人
観
光
客
の
多
く
は
、離
日
前
に
東
京
方
面

へ
向
か
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
途
中
に

福
島
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、美
味
し
い
果

物
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
島
大
笹
生
IC
近
く
に
は
、道
の
駅
が
整

備
さ
れ
ま
す
。高
速
道
路
の
開
通
で
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
の
利
用
客
減
少
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
が
、道
の
駅
に
は
そ
ん
な
懸
念
を
払
拭

す
る
賑
わ
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

美味しい果物をもっとお届けしたい
みちのく観光果樹園
代表　片平 新一氏

　「
道
の
駅
米
沢
」は
平
成
30
年
4
月
20
日
に

開
業
し
、連
日
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
訪
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。10
月
5
日
に
は
、開
業

か
ら
1
6
9
日
目
で
来
場
者
1
0
0
万
人

を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
米
沢
中
央
IC
に
併
設
し
て
い
る
た
め
、福

島
県
か
ら
の
お
客
様
が
多
く
お
見
え
に
な
り

ま
す
。6
月
の
調
査
結
果
で
は
、約
30
%
の
お

客
様
が
福
島
ナ
ン
バ
ー
で
し
た
。ま
た
、山
形

県
か
ら
福
島
県
へ
向
か
わ
れ
る
お
客
様
も
多

く
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
道
の
駅
米
沢
も
、東
北
中
央
道
を

通
し
て
両
県
の
観
光
や
地
域
経
済
交
流
が
よ

り
活
発
に
な
る
よ
う
、福
島
県
の
観
光
P
R

に
も
し
っ
か
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山形・福島の交流に多大な役割
道の駅米沢

駅長　坂川 好則氏

　
N
C
V
は
、米
沢
市
に
本
社
を
置
く
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
す
。昨
年
7
月
か
ら
は
福
島

市
内
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
通
を
き
っ
か
け
に
両
市
の
移
動
時
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、米
沢
セ
ン

タ
ー
で
は
積
極
的
に
福
島
市
へ
取
材
に
出
掛

け
、福
島
市
の
情
報
を
米
沢
エ
リ
ア
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
特
に
情
報
番
組「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
」で

は
、福
島
市
内
の
お
店
を
紹
介
す
る
レ
ギ
ュ

ラ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
と
こ
ろ
、米
沢
の

視
聴
者
か
ら「
お
出
か
け
の
参
考
に
な
っ
た
」

「
福
島
が
さ
ら
に
身
近
に
な
っ
た
」と
の
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、福
島
市
内
の

お
店
か
ら
は「
米
沢
か
ら
の
お
客
様
が
増
え

た
」と
嬉
し
い
お
声
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
お
店
紹
介
の
ほ
か
に
も
ま
つ
り
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
等
の
情
報
を
発
信
し
、視
聴
者
に
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

米沢の視聴者に「福島」を伝えます
ニューメディア（NCV） 米沢センター

取締役　伊藤 優子氏

開通効果を推進力に変えて元気を発信している方々の声 開通効果を実感しています　Part
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相
馬
市
中
心
部
で
宿
泊
業
と
飲
食
業
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。最
近
は
福
島
市
や
山
形

県
か
ら
の
お
客
様
が
以
前
よ
り
増
え
て
お

り
、東
北
中
央
道
の
開
通
効
果
を
実
感
し
て

い
ま
す
。震
災
後
は
復
興
需
要
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、7
年
が
経
過
し
て
落
ち
着
き
を
見

せ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
だ
け
に
、
開
通
に

よ
り
観
光
圏
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
原
釜
尾
浜
海
水
浴
場
が
8
年
ぶ

　
弊
社
で
は
山
形
県
南
地
区
か
ら
の
お
客
様

が
対
前
年
比
で
み
る
と
、人
員
ベ
ー
ス
で
約

3
倍
、売
上
ベ
ー
ス
で
は
約
4
倍
と
な
り
ま

し
た
。特
に
旅
行
代
理
店
扱
い
に
よ
る
利
用

が
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は
米
沢
市
、高
畠
町
か
ら
の

忘
年
会
利
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、山
形
県
か
ら
の
お
客
様
は
元
々

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、分
母
が
小
さ
い
ゆ

え
に
顕
著
な
伸
び
率
と
な
っ
た
側
面
は
あ
ろ

り
に
再
開
し（
写
真
は
海
開
き
）、松
川
浦
の

周
遊
道
路
と
し
て
も
知
ら
れ
る
市
道
大
洲
松

川
線
も
再
開
通
し
ま
し
た
。東
北
中
央
道
と

の
相
乗
効
果
が
観
光
業
に
与
え
る
好
影
響
も

大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。私
は
相
馬

市
の
青
年
団
体
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、開

通
を
機
に
福
島
や
山
形
の
人
々
と
の
交
流
を

深
め
、何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

う
か
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
弊
社
に
限
ら
ず
、

飯
坂
温
泉
全
体
と
し
て
も
似
た
よ
う
な
傾
向

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
は
、東
京
都
や
埼
玉
県
か
ら
の
お

客
様
が
福
島
を
素
通
り
し
て
山
形
ま
で
足
を

延
ば
し
て
い
る
と
の
情
報
も
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。今
後
は
そ
の
よ
う
な
負
の
効
果
を
ど

う
解
消
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

さらに新しいことに挑戦する「道｣
相馬青年会議所
理事長 羽柴 和洋氏

　
震
災
2
年
後
に
現
在
地
で
営
業
を
再
開
し

ま
し
た
。当
時
の
お
客
様
は
復
興
作
業
員
の

方
が
中
心
で
、観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、相
馬
原
釜
漁
港
で
の

試
験
操
業
が
開
始
さ
れ
、相
馬
産
の
魚
介
類

を
使
っ
た
メ
ニュ
ー
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
道
路
開
通
後
、明
ら
か
に
お
客
様
の
流
れ

が
変
わ
り
ま
し
た
。平
日
は
開
通
前
の
2
割

増
、土
日
に
い
た
っ
て
は
再
開
以
来
の
最
高
来

客
数
を
更
新
し
ま
し
た
。中
通
り
、会
津
、山

形
の
お
客
様
が
目
立
ち
、晴
天
時
は
ツ
ー
リ

ン
グ
客
で
も
賑
わ
い
ま
す
。

　
全
線
開
通
後
は
さ
ら
に
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
ま
す
。相
馬
に
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
心
の
こ
も
っ
た
お
店
づ
く
り
、

街
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

また来たいと思ってもらいたい
「たこ八｣有限会社カネヨ水産

　小野 芳一氏

〝素通り〟されない福島を目指して
有限会社吉川屋 代表取締役

飯坂温泉観光協会　
会長　畠 隆章氏

新
し
い
横
軸
連
携
に
期
待国土交通省

東北地方整備局
福島河川国道事務所
所長　小浪 尊宏氏

3
市
の
味
覚
を
各
市
で
P
R

　
福
島・相
馬・米
沢
の
3
商
工
会
議
所
は
こ

の
秋
、3
市
で
開
催
さ
れ
る
各
地
イ
ベ
ン
ト

で
物
産
販
売
ブ
ー
ス
の
出
店
と
開
通
効
果

を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
27
日
に
福
島
駅
前
通
り
で
開
催
し

た
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
F
C
の
ホ
ー
ム
戦
を

盛
り
上
げ
る「
ユ
ナ
フ
ェ
ス
」に
は
、米
沢
バ
ー

ガ
ー
と
相
馬
あ
ん
こ
う
唐
揚
げ
を
販
売
す
る

ブ
ー
ス
が
仲
良
く
並
ん
で
出
店
し
ま
し
た
。

　
11
月
4
日
の「
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
」で

も
、福
島
と
米
沢
の
ブ
ー
ス
に
多
く
の
お
客

様
が
訪
れ
ま
し
た
。

開通効果を推進力に変えて元気を発信している方々の声 開通効果を実感しています　
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中小企業景況調査結果

中
小
企
業
景
況
調
査
結
果

［今期の調査概要］
福島市内会員事業所

98社（回答率93.3％）
・製造業　　　21件
・建設業　　　13件
・卸売業　　　16件　　
・小売業　　　24件
・サービス業　24件

中小企業
景況調査結果

調査対象期間
平成30年７月～９月期

「サービス業界」のコメント
①昨年より団体の集客が少ない。
②福島市への旅行客の減少が止まらない。
③人材不足。

「小売業」のコメント
①ニーズの変化に対する対応。

「建設業」のコメント
①除染終了し工事量減少。生存競争激化。

依然先行きが見通せず
　今回の調査結果については、来期予測の業況、採算において、
ややマイナス幅の減少が見られるものの、売上や前期比および
今期の業況においてはマイナス幅が増加しており、管内は依然
として先行きが見通せない状況が続いている。
　今期の設備投資については、前回実施した割合と同程度で推
移しているものの、来期の予測では減少する見込みである。従
業員については、依然として不足の状態が続いている。
　直面する経営の問題点としては、需要停滞の常態化、慢性的
な人手不足、原材料価格・仕入単価の上昇といった深刻な課題
が挙げられており、さらに小売業においては、店舗の狭隘・老
朽化が表面化していることなどから、管内の中小企業の経営環
境は依然として厳しい状況にあるものと考えられる。

この調査は、福島商工会議所管内の景気動向
を把握するために、四半期毎の景況を会員企
業から回答していただき、集計値をＤＩで表
示しているものです。次回は２月号でご報告
します。

製造業
21件
21%

建設業
13件
13%

卸売業
16件
16%

小売業
24件
25%

サービス業
24件
25%

「製造業界」のコメント
①業況は受注量が多く安定していると思われる。
②大手客先からの受注が多く、当社でも今後受注増
が見込まれる。
③設備需要は内外ともに小さくなって来ていると思う。
製品開発を進め、市場をつくることが必要だと思う。
④復興需要の反動か経費支出抑制の動き（広告等）が
みられ印刷需要も低迷している。
⑤原油価格の上昇および災害・天候不順による原料
不足が懸念される。

「卸売業界」のコメント
①人手不足が続いている。10月に最低賃金の改定が
予定されているが、売上の急な拡大はないため、人
件費が利益を圧迫する。

②営業職の確保に苦労している。
③昨年が特に天候不順・低温による販売不振がひど
かったため、それと比べれば好転だが業況はよく
ない。さらに台風・地震による産地被害でこれから
どうなるかわからない。
④お客様の商品購入方法が多様化して苦慮している。
運賃の高騰も心配。

調査項目 比較方法 DI値/割合
（前回DI値） 状　　況

売　　上 （前期比） ▲18.2
（▲15.1）

ポイ
ント 前期比3.1ポイント減　↓

業　　況

（前期比） ▲15.4
（▲14.9）

ポイ
ント 前期比0.5ポイント減　↓

（今　期） ▲29.8
（▲28.2）

ポイ
ント 前期比1.6ポイント減　↓

（来期予測） ▲22.5
（▲24.9）

ポイ
ント 前期比2.4ポイント増　↑

採　　算
（前年同期比） ▲31.4

（▲32.1）
ポイ
ント 前期比0.7ポイント増　↑

（来期予測） ▲29.4
（▲31.7）

ポイ
ント 前期比2.3ポイント増　↑

設備投資 （実施した割合） 28.9％
（29.0％） 前期から0.1ポイント減　↓

従　業　員
（過　剰） 3.1％

（5.9％） 前期から2.8ポイント減　↓

（不　足） 36.7％
（32.7％） 前期から4.0ポイント増　↑

業種
平成30年度第Ⅱ期

今期　（平成30年７月−９月） 前期比

製造業

１位 原材料価格の上昇 →
２位 従業員の確保難 ↑
３位 需要の停滞 →

建設業

１位 官公需要の停滞 →
２位 民間需要の停滞 →
３位 従業員の確保難 →

卸売業

１位 需要の停滞 ↑
２位 販売単価の低下・上昇難 →
３位 仕入単価の上昇 ↑

小売業

１位 需要の停滞 →
１位 店舗の狭隘・老朽化 ↑
２位 消費者ニーズの変化への対応 →
３位 従業員の確保難 →

サービス業

１位 需要の停滞 ↑
２位 従業員の確保難 →
３位 利用者ニーズの変化への対応 ↓

直面している経営上の問題点

当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善やお悩み
解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

こちら中小企業相談所

TEL.024-536-3900
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こちら中小企業相談所

～毎月第２水曜日定期開催！事前予約制～

『事業承継 個別相談会』

『事業承継 個別相談会』申込書 FAXの場合は恐れ入りますが、コピーして送信願います。

主催：福島商工会議所・福島県事業引継ぎ支援センター

融資限度額
2,000万円

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合せ下さい。

無
担
保

無
保
証
人

低
金
利

福島商工会議所　行（FAX：525-3566）� 平成　　　年　　　月　　　日

事業所名 業　　種

住　　所
Ｔ�Ｅ�Ｌ

Ｆ�Ａ�Ｘ

氏　　名 氏　　名

希望日時

※ご希望の日にち（毎月第２水曜日）をご記入いただくとともに時間帯に○をつけてください。
　（申込多数の際は、調整させていただく場合もございます）

　　■日にち：平成　　　　年　　　　月　　　　日（水）
　　　【年間予定日：（H30）11/14、12/12、（H31）1/9、2/13、3/13】
　　■時間帯：10時〜　　11時〜　　13時〜　　14時〜　　15時〜　　16時〜

※ご記入いただきました内容は、本相談会に関する各種連絡や今後の情報提供等の目的以外に使用いたしません。

■日　時　毎月第２週の水曜日
　　　　　10：00〜17：00
　　　　　事前予約制（１社約45分）
■場　所　福島商工会議所　中小企業相談所
　　　　　（コラッセふくしま２階）
■対　象　中小企業・小規模事業者の
　　　　　経営者・後継者
■相談料　無料
■相談員　・福島県事業引継ぎ支援センター相談員
　　　　　・福島商工会議所経営指導員
■持参物　・直近２期分の決算書及び確定申告書
　　　　　・会社概要
　　　　　※お持ちいただける場合のみで結構です。
■申　込　開催日の前週金曜日までに
　　　　　FAX等でお申込み下さい。
■お問合せ
　福島商工会議所　中小企業相談所
　福島市三河南町１−20　コラッセふくしま２階
　　TEL／024−536−3900
　　FAX／024−525−3566

事業承継は、会社の存続において極めて
重要な課題です。
事業承継でお悩みありませんか？
 ✓ どこから手をつけて良いか分からない
 ✓ 後継者がいない
 ✓ 事業の引継ぎに不安がある
 ✓ 誰に引継げば良いのかわからない
福島商工会議所では、福島県事業引継ぎ支援センター
と連携し、事業承継に関する個別相談会を、毎月第２
水曜日に定期的に開催しております。
実りある事業承継を実現するため、この機会に是非ご
相談ください。

福島県事業引継ぎ支援センターとは？

中小企業の事業承継や引継ぎ等に関して、専門家
が適切な助言、情報提供及びマッチング支援等様々
な支援を行っています。事業引継ぎ支援センター
は、全国47都道府県に設置されており、事業承継
を支援する公的機関です。
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こ
ち
ら
中
小
企
業
相
談
所

Topics & Report

Part
2

リ
ス
ク
へ
の
備
え
、
万
全
で
す
か
？
？

ヒ
ロ
ミ 

Ｇ
Ｏ
！

渡邊博美会頭が行く　ヒロミ ＧＯ！

中
小
企
業
景
況
調
査
結
果

　
連
載
４
回
目
の「
ヒ
ロ
ミ
Ｇ
ｏ
！
」。
渡
邊
博

美
会
頭
が
会
員
事
業
所
を
訪
ね
、
そ
の
企
業
の

「
い
い
ね
！
」を
聞
き
出
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
女
性
活
躍
の
推
進
な
ど
常
に
時
代

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
タ
カ
ラ
印
刷
株

式
会
社
の
林
善
克
常
務（
33
）に
お
会
い
し
ま
し

た
。

会
社
の
歩
み
は
女
性
活
躍
の
歴
史渡

邊
会
頭（
以

下
、
ヒ
）　
社

名
の
タ
カ
ラ
に

は
ど
ん
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

林
常
務（
以
下
、

林
）　
当
社
は

昭
和
29
年
に
創

業
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
宝

の
よ
う
に
大
切
に
さ
れ
る
会
社
に
な
り
た
い
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
　
会
社
は
た
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）が
あ
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。
従

業
員
、
特
に
女
性
活
躍
推
進
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

林
　
２
代
目
を
務
め
た
祖
母（
93
）の
存
在
が
弊

社
の
女
性
活
躍
の
源
流
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時

は「
女
性
な
ん
て
」と
い
う
意
識
も
強
く
、
明
日

の
お
米
に
す
ら
困
る
厳
し
い
中
で
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
を
重
ね
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ヒ
　
社
員
の
男
女
比
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林
　
全
体
で
は
男
７
：
女
３
、管
理
職
だ
と
５
：

５
で
す
。
企
業
の
成
長
に
性
別
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

　
３
年
前
に
初
の
女
性
印
刷
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。
女
性
の
多
い
職
場
を
実
際
に

見
て
も
ら
い
採
用
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
微
妙
な
色
の
管
理
な
ど
女
性
の
繊
細
な
感
性

が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
薬
品
添
付
文
書
は
徹
底
し
た
品
質
管
理

　
同
社
は
平
成
25
年
３
月
に
医
療
機
器
製
造
業

許
可
を
取
得
。
担
当
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業
部

は
日
々
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

ヒ
　
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
添
付
文
書
を
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
印
刷
と
ど
の
よ
う
に

異
な
る
の
で

す
か
。

林
　
折
り
加

工
や
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
技
術

は
厳
密
さ
が

要
求
さ
れ
ま

す
。

　
生
命
に
関

わ
る
製
品
を

正
し
く
使
う
た
め
の
文
書
な
の
で
、
通
常
印
刷

物
と
は
異
な
る
業
務
フ
ロ
ー
を
構
築
し
、
徹
底

し
た
品
質
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

ヒ
　
床
も
ピ
カ
ピ
カ
で
す
し
、
棚
も
綺
麗
に
整

頓
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

林
　
５
Ｓ（
※
）の
研
修
を
毎
月
受
け
て
い
ま
す
。

社
員
が
自
発
的
に
カ
イ
ゼ
ン
提
案
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
職
場
で
な
け
れ
ば
、

高
品
質
の
製
品
も
作
れ
ま
せ
ん
し
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
と
い
え
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
５

S
の
参
考
に
し
た
い
と
全
国
か
ら
多
く
の
視
察

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
　
多
様
な
働
き
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

林
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
封
入
な

ど
工
程
の
一
部
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

働
き
が
い
、
生
き
が
い
を
産
み
出
す
地
域
の
宝

と
し
て
役
立
ち
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
え
て
自
動
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
５
Ｓ
　
整
理
、整
頓
、清
掃
、清
潔
、躾
の
頭
文
字
の
略

現
場
か
ら
生
ま
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
重
要

性
が
高
ま
る
中
、
同
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ま
さ
に
現

場
か
ら
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
災

害
時
用
従
業
員
携
帯
カ
ー

ド（
写
真
下
）。
薄
く
て
コ

ン
パ
ク
ト
で
す
。

林
　
カ
ー
ド
に
は
２
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
自
分
が
意
識
不
明
と
な
っ
た
時
、
救

助
者
に
身
元
を
伝
え
適
切
な
処
置
を
依
頼
す
る

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
で
す
ぐ
に
開
封
し
、

ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　
表
面
は
緊
急
時
の
行
動
手
順
や
会
社
へ
の
連

絡
方
法
を
載
せ
、
裏
面
は
家
族
の
集
合
場
所
や

連
絡
方
法
を
記
載
で
き
ま
す
。

ヒ
　
こ
れ
は
わ
か
り
や
す
く
て
い
い
で
す
ね
。

折
り
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

林
　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
医
薬
品
添
付
文
書
印
刷

で
培
っ
た
折
り
加
工
技
術
と
薄
紙
へ
の
印
刷
技

術
を
応
用
し
て
い
ま
す
。

　
小
部
数
で
あ
っ
て
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
は
使
用

せ
ず
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
生
産
し
、
経
年
劣

化
を
防
ぎ
ま
す
。

　
企
業
ご
と
の

内
容
に
も
ち
ろ

ん
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
で
き
ま
す
。

既
に
都
内
の
事

業
所
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
受
注
し
ま
し
た
。

ヒ
　
今
年
は
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
改
め
て

非
常
時
の
備
え
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

林
　
震
災
を
経
験
し
た
福
島
の
企
業
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
提
案
だ
と
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
　
き
ょ
う
は
発
見
と
驚
き
に
満
ち
た
一
日
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
　
こ
ち
ら
こ
そ
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

タ
カ
ラ
印
刷
株
式
会
社

渡
利
字
絵
馬
平
86
―
９

☎
５
２
６
―
４
３
０
３

渡
邊
博
美
会
頭
が
行
く
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リスクへの備え、万全ですか？？

保証と経営支援で
 中小企業をサポート!!

相談会
開催します！

事業経営のお悩みご相談下さい。

まるっと

１日

12 （10：00
～19：45）(木)13

わかりやすく動画で紹介

「公的保証」で中小企業を応援します！

福島営業店　℡ 024-526-1530

当
所
の
特
定
退
職
金
共
済
制
度

�

退
職
給
付
金
が
変
わ
り
ま
す

　
事
業
主
は
退
職
金
支
払
の
た
め
の
保
全
措
置

を
講
ず
る
よ
う
法
律
で
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る

事
業
所
は
そ
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
、
本
制
度
の
運
営
費
を
引
き
下
げ

ま
す
。
そ
の
引
き
下
げ
分
を
運
用
資
産
の
増
額

に
充
て
、
元
本
の
回
収
期
間
を
短
縮
い
た
し
ま

す
。

　
着
々
と
備
え
て
、
企
業
も
従
業
員
も
将
来
の

安
心
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

○
制
度
の
特
色

・
１
人
月
額
３
万
円
ま
で
非
課
税

・
過
去
勤
務
期
間
の
通
算
の
取
扱
い
が
可
能

○
掛
金

　
従
業
員
１
人
に
つ
き
１
口
１
，
０
０
０
円
で

最
高
30
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
本
制
度
の
掛
金
は
全
額
事
業
主
負
担
で
す
。

掛
金
と
し
て
払
い
込
ま
れ
た
金
額（
運
用
益
を

含
む
）は
、
事
業
主
に
対
し
て
い
か
な
る
理
由

が
あ
っ
て
も
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
給
付
金

　
次
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

・
退
職
給
付
金
・
遺
族
給
付
金
・
退
職
年
金

　
本
制
度
は
福
島
商
工
会
議
所
が
ア
ク
サ
生
命

保
険
会
社
と
締
結
し
た
新
企
業
年
金
保
険
契
約

に
基
づ
き
、
同
社
に
資
産
運
用
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

お
問
合
せ
は

商
工
サ
ー
ビ
ス
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
６

　
事
業
活
動
は
複
雑
化
す
る
リ
ス
ク
と
い
つ
も

隣
合
せ
で
す
。
自
然
災
害
の
脅
威
に
限
ら
ず
、

事
故
や
労
災
、
リ
コ
ー
ル
や
情
報
漏
え
い
な
ど

へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
必
要
性
は
感
じ

て
い
て
も
、
自
前
で
作
成
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
時
は
当
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
福

島
県
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
、
商
工
４

団
体
が
連
携
し
、
貴
社
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

　
火
災
保
険
や
賠
償
保
険
、
工
事
保
険
、
休
業

保
険
。
カ
バ
ー
範
囲
や
証
券
内
容
を
正
確
に
理

解
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　
当
所
が
提
案
す
る「
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制

度
」は
、
こ
れ
ら
の
保
険
を
一
つ
の
証
券
に
ま

と
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ム
ダ
、
モ
レ
の
な

い
保
険
を
設
計
し
、
団
体
割
引
の
適
用
で
最
大

30
％
も
割
安
に
な
り
ま
す
。

　
従
業
員
と
そ
の
家
族
を
守
る
た
め
に
も「
リ

ス
ク
管
理
」と「
早
期
復
旧
」は
不
可
欠
な
備
え

で
す
。
こ
の
機
会
に
改
め
て
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

お
問
合
せ
は

商
工
サ
ー
ビ
ス
課

☎
５
７
２
―
７
１
１
６

　
こ
と
し
も
災
害
が
各
地
で
多
発
し
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
な
ど
災
害
リ
ス
ク

は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
芸
能
人
の
病
気
や
お
く
や
み
に
胸
を

痛
め
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
疾
病
リ
ス
ク
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
商
工
会
議
所
は
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
備
え
た

各
種
ご
提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
貴
社

の
安
心
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
当
所
が
提
供
し
て
い
る
共
済
制
度
は
、
経
営

者
・
役
員
、
従
業
員
の
保
障
や
退
職
金
を
は
じ

め
、
入
院
や
介
護
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
が
長
く
安
定
し
て
成
長
で
き
る
の
は
、

経
営
者
と
社
員
が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
。

　
当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
役

立
つ
各
種
福
祉
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
く
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
、
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
と

と
も
に
11
月
末
ま
で
実
施
中
で
す
。

　
当
所
職
員
、
ア
ク
サ

生
命
の
共
済
制
度
推
進

員
が
訪
問
の
際
は
、
ぜ

ひ
福
利
厚
生
の
ニ
ー
ズ

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ベ
ス
ト
な
ご
提
案
を
お

約
束
い
た
し
ま
す
。

リ
ス
ク
へ
の
備
え
、

�

万
全
で
す
か
？？

福
利
厚
生
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す

共
済
制
度
秋
の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中�

11
月
末
ま
で

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）策
定
を

�

支
援
し
ま
す

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
で

�

リ
ス
ク
へ
の
備
え
を
万
全
に
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3

Inform
ation

会
議
所
の
う
ご
き

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
ー
ド

新
会
員
の
ご
紹
介

会議所のうごき

女
性
会
・
青
年
部

技術で築く信用と信頼

本　　社　福島市鎌田字卸町13番地7　〒960-0102
　　　　　☎024（573）1651㈹　FAX024（573）1652
支　　店　仙台・郡山
営 業 所　会津・二本松・伊達

　
福
島
市
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議

会
が
主
催
し
、
70
名

が
受
講
し
た
。
福
島

市
市
史
編
纂
室
の

柴
田
俊
彰
氏
が
、
中

心
市
街
地
の
歴
史
や

移
り
変
わ
り
、
駅
前

通
り
や
県
庁
通
り
の

商
業
史
変
遷
に
つ
い

て
昔
の
資
料
を
交
え

て
解
説
し
た
。

　
イ
ー
ン
ス
パ
イ
ア
㈱
代
表
取
締
役
の
横
田
秀

珠
氏
が
解
説
し
、
40
名
が
受
講
し
た
。

　
横
田
氏
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
が
単
な
る

地
図
で
は
な
く
、
口
コ
ミ
等
で
情
報
発
信
が
で

き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
、
自
社

の
強
み
を
発
信
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

を
提
案
し
た
。

　
次
回
の
消
費

税
軽
減
税
率
対

策
セ
ミ
ナ
ー
は

11
月
19
日
に

「〝
価
値
〟と〝
値

段
〟と〝
お
客
様

の
心
理
〟講
座
」

と
題
し
、
価
格

設
定
の
重
要
性

や
価
格
の
心
理

学
を
解
説
す
る
。

　
京
葉
銀
行
法
人
営
業
グ
ル
ー
プ
上
席
参
事
役

の
魚
路
剛
司
氏
が
、
現
経
営
者
が
取
り
組
む
べ
き

視
点
や
問
題
点
、
課
題
抽
出
、
対
策
の
講
じ
方
を

７
つ
の
視
点

か
ら
考
察
す

る
と
と
も
に
、

相
続
対
策
や

国
の
事
業
承

継
施
策
に
つ

い
て
解
説
し

た
。
40
名
の

受
講
者
は
、

経
営
力
強
化

に
向
け
て
必

要
な
内
容
を

学
ん
だ
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
日
本
ボ
デ
ィ
リ
ズ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
代
表
理
事
の
藤
田
友
佳
子
氏

が
解
説
し
、
40
名
が
受
講
し
た
。

　
現
代
人
の
疲
労
の
大
半
が
脳
か
ら
来
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
脳
の
酸
欠
状
態
を
防
ぐ
た
め

仕
事
中
に
１
分
で
で
き
る
呼
吸
法
を
実
践
し
た
。

　
次
回
の
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
は
11
月
14
日
、

「
歯
科
医
院
の
賢
い
利
用
法
〜
歯
は
確
実
に
守

れ
ま
す
！
〜
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
。

　
医
療
機
器
の
開
発
か
ら
事
業
化
ま
で
を
一
体

的
に
支
援
す
る
国
内
初
の
施
設「
ふ
く
し
ま
医

療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
郡
山
市
）を
12

名
が
視
察
し
た
。

　
医
療
機
器
が
発
す
る
電
気
的
ノ
イ
ズ
を
計
測

で
き
る
10
ｍ
法

電
波
暗
室
な
ど

を
見
学
し
た
。

　
ふ
く
し
ま
医

療
関
連
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
会
も
参

加
し
た
。

街
の
現
在・過
去
、そ
し
て
未
来
は

歴
史
勉
強
会

円
満
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
準
備
は
大
丈
夫
？

事
業
者
向
け
事
業
承
継
研
修
会

そ
の
疲
れ
は
ど
こ
か
ら

第
３
回
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

新
産
業
の
芽
吹
き
を
体
感

工
業
部
会
・
金
融
業
部
会
視
察
研
修
会

10月

10月10月

10月

11日

16日19日

11日

０
円
で
簡
単
に
始
め
ら
れ
る

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌｅ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

最
新
実
店
舗
集
客
セ
ミ
ナ
ー

10月

26日

10

会議所のうごき

歯科医院の設計からアフターサービスまで
株式
会社 後藤歯科商店

福島／山形／秋田／岩手／新潟
〒960－8043　福島市中町7－1
 TEL　024－522－2755（代）
 FAX　024－522－4432
　　　 http：//www.kkgotodental.com

会
議
所
の

う
ご
き

KAIGISHO
NO

UGOKI

秋
の
那
須
を
満
喫

共
済
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　
女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
や
、
高
齢
者
な
ど
多

様
な
働
き
方
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
強

化
を
求
め
る
要
望
書
が
、
木
幡
市
長
か
ら
渡
邉

会
頭
に
手
渡
さ

れ
た
。
渡
邊
会

頭
は
深
刻
な
人

手
不
足
を
念
頭

に
、
避
け
て
通

れ
ぬ
課
題
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　
県
北
地
区
の
製
造
業
に
お
け
る
高
度
な
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
８
講
座

を
２
１
８
名
が
受
講
し
た
。
大
学
や
試
験
研
究

機
関
な
ど
か
ら

招
い
た
講
師
が
、

材
料
学
や
生
産

管
理
、
品
質
管

理
を
具
体
的
に

解
説
し
た
。

　
当
所
生
命
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

所
へ
の
還
元
事
業
と
し
て
毎
年
好
評
の
日
帰
り

旅
行
。
今
年
は
73

社
か
ら
１
４
１
名

が
４
回
に
分
け
那

須
へ
の
旅
に
参
加

し
、
牛
肉
ス
テ
ー

キ
な
ど
の
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
だ
。

10月

2・11・
15・26日

多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
向
け
て

福
島
市
長
か
ら
の
要
望

｢

知｣

と｢

技｣

で
製
造
業
の
人
財
育
成

県
北
技
塾
２
０
１
８

10月

10月

1日

2〜25日

　
78
名
が
出
席
。
議
員
職
務
執
行
者
、
顧
問
の

変
更
に
つ
い
て
報
告
後
、
常
議
員
の
補
充
選
任

を
行
っ
た
。
ま
た
、
部
会
再
編
に
関
わ
る
定
款

の
一
部
改
正
案
、
部
会
規
則
の
改
正
案
が
承
認

さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、生
命
共
済
制
度
給
付
金
・

祝
金
に
関
す
る
一
部
改
正
案
、
特
定
退
職
金
共

済
規
定
の
一
部
開
催
案
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
補
充
選
任
さ
れ
た
常
議
員

北
芝
電
機
㈱ 

取
締
役
社
長 

清
野
　
弘
氏

こ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長

 

齋
藤
高
紀
氏

㈱
テ
レ
ビ
ユ
ー
福
島 

代
表
取
締
役
社
長

  

新
田
　
良
一
氏

東
北
電
力
㈱
福
島
支
店

執
行
役
員
福
島
支
店
長 

江
波
恒
夫
氏

日
東
紡
績
㈱
福
島
工
場 

工
場
長
兼
複
材
製
造
部
長 

小
柳
亮
太
氏

㈱
福
島
銀
行 

取
締
役
社
長 

加
藤
容
啓
氏

◇
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

㈱
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
島

 

代
表
取
締
役
社
長
　
冨
田
　
光
氏

㈱
常
陽
銀
行
福
島
支
店 

支
店
長
　

 

高
橋
博
明
氏

㈱
高
橋
設
備
工
業
所 

代
表
取
締
役

 

高
橋
良
行
氏

福
島
市
観
光
開
発
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長

 

渡
邉
　
勉
氏

◇
顧
問
の
変
更

日
本
銀
行
福
島
支
店 

支
店
長 

中
山
　
興
氏 

財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所 

 

所
長
　
山
本
健
治
氏

福
島
県
警
察
本
部 

本
部
長 

向
山
喜
浩
氏

◇
新
し
い
部
会
編
成

部
会
再
編
案
を
承
認

臨
時
議
員
総
会

10月

4日

食 品 商 業 部 会
生 活 関 連 商 業 部 会
工 業 部 会
建 設 業 部 会
金 融・ 経 営 支 援 部 会
情 報・ 通 信 部 会
不 動 産 業 部 会
観 光・ 飲 食 部 会
健康・社会サービス部会

平成31年４月より
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女
性
会
・
青
年
部

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
ー
ド

新
会
員
の
ご
紹
介

福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

会
議
所
の
う
ご
き

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

福
島
県
女
性
会
連
合
会

会
員
研
修
会
白
河
大
会

全
商
女
性
会
連
合
会

第
50
回
岩
手
総
会

島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
で
９
月
27
日
に
開

催
さ
れ
た
研
修
会
へ
、
８
名
で
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
演
は
直
木
賞
作
家
、
山
本
一
力
先
生
の「
生

き
方
雑
記
帳
２
０
１
８
」そ
の
導
入
は
、
白
河

女
性
会
の
ピ
ン
ク
の
法
被
の
歓
迎
に
衝
撃
を
受

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
男
は
添
え
物
、
女
性
は
主
人
公
と
な
る
の

が
必
ず
う
ま
く
い
く
」と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
気
さ
く
な
お
人
柄
と
話
術
に
魅
了
さ
れ
た
一

日
で
し
た
。

な
げ
た
い
　
笑
顔
の
か
け
は
し
」を

テ
ー
マ
に
盛
岡
市
民
文
化
大
ホ
ー
ル
で

10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
岩
手
総
会
に
お
い
て

当
会
は
35
年
間
実
施
し
て
き
た「
コ
ラ
ッ
セ
夢

ば
ざ
ー
る
」が
社
会
福
祉
な
ら
び
に
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ
、『
個
と
し
て

光
る
』女
性
会
事
業
表
彰
を
日
商
・
三
村
会
頭

か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

“
夢
ば
ざ
ー
る
”（
10
月
13
日
）

大
好
評
で
終
了
！！

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿

「つ

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
R

L  http://w
w

w
.fyeɡ.jp/

10月定例会「大人の遠足　六本木と繋がるマーチングfromふくしま」

月
20
日
、
２
０
２
０
ふ
く

し
ま
　
古
関
委
員
会
主
管

の
10
月
定
例
会「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
人
の

遠
足 

六
本
木
と
繋
が
る
マ
ー
チ
ン

グ
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ふ
く
し
ま
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
我
々
が
長
年
手
掛
け
て
き
た
古

関
裕
而
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、

早
い
も
の
で
５
年
目
に
突
入
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の

挑
戦
と
し
て
、
今
年
７
月
に
結
成

さ
れ
た
古
関
楽
曲
の
演
奏
団『
ふ

く
し
ま
古
関
楽
団
２
０
２
０
』を
、

東
京
・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ

れ
た『
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
』に
送
り

込
み
ま
し
た
。
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
で
福

島
と
六
本
木
を
相
互
中
継
で
結
ぶ

大
胆
な
手
法
が
実
現
し
、
我
々
会

員
は
福
島
に
居
な
が
ら
、
現
地
で

力
強
く
演
奏
を
す
る
古
関
楽
団
と
、

団
長
と
し
て
同
行
し
た
西
形
委
員

長
の
勇
姿
を
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
見

届
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
県
外
初
の
公
演
は
、
福
島
側
か

ら
送
っ
た
手
拍
子
に
誘
わ
れ
て
六

本
木
会
場
で
も
手
拍
子
が
沸
き
起

こ
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
雰
囲
気
の
中
、
大
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
丸
一
日
か
け
て

10

古
関
裕
而
の
足
跡
を
た
ど
る
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
、

古
関
記
念
館
を
訪
れ
て
そ
の
輝
か
し
い
功
績
に

触
れ
、（
感
激
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
突
如
歌
い

出
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
）、
封
切
り

間
も
な
い
、
氏
の
代
表
曲
の
誕
生
を
描
い
た
映

画「
あ
あ
、
栄
冠
は
君
に
輝
く
」を
参
加
者
全
員

で
鑑
賞
す
る
な
ど
、
実
り
あ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
懇
親
会
に
は
東
京
組
も
駆
け
つ
け
、
東

奔
西
走
の
一
日
を
過
ご
し
た
彼
ら
を
恒
例
と

な
っ
た「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
相
撲
」で
十
分
に
慰
労
し
、

皆
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
私
達
が
描
く
夢
物
語
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

す
。
き
っ
と
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
待
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大

舞
台
を
目
指
し
て
、
我
々
は
今
後
も
走
り
続
け

ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
定
例
会
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
報
告 

２
０
２
０
ふ
く
し
ま
古
関
委
員
会 

小
林
大
輔
）▲六本木ヒルズで演奏するふくしま古関楽団2020

中央が山本一力先生

12
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新会員のご紹介

Part
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Inform
ation

会
議
所
の
う
ご
き

女
性
会
・
青
年
部

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
ー
ド

新
会
員
の
ご
紹
介

株式会社クラシマ  ソーラーチーム
パナソニック ソーラーフロンティア長州産業 三菱電機 LIXIL

支店／福島・郡山・会津・いわき・水戸

9:00～ 17:30

無料見積もり受付中！

新会員のご紹介 平成30年７月28日〜10月31日に新たに加入された会員をご紹介します。

法人会員
事 業 所 名 営 業 内 容 所 在 地 ＴＥＬ

㈲サトー物産 観光土産品卸売業（菓子、漬け物など） 渡利字高谷11-3 522-0964

特定非営利活動法人　いのちの木 就労継続支援B型 泉字乙天堂16-1-305 573-1195

㈱日栄福島店 下記をご覧ください

㈲北双工業 土建業 いわき市好間町北好間字沢小谷46-1 090-8256-1243

㈱マルフォート 不動産売買、仲介、管理、リフォーム 笹谷字中田6-1　本田アパート101号 573-5341

個人会員
事 業 所 名 営 業 内 容 所 在 地 ＴＥＬ

デザイン コネクト 設計業（機械） 三河南町1-20　コラッセふくしま6階 525-4050

パスタ・アラ・プッタネスカ イタリアンレストラン 大森字城ノ内45-2 502-4889

プリン工房はちまん プリン販売、生菓子 森合字中谷地9-31 557-0555

blue bon bon 宝飾品の制作と販売 宮町2-43 070-4465-8628

新規会員を随時募集中
　福島商工会議所では新たにご加入いただける事業所を随時募集中です。お取引先、業界のお仲間でまだご
加入されていない事業所はございませんか？ お知り合いの方をぜひご紹介ください。
　福島市内（松川・飯坂・飯野町を除く）に事業所を有し、事業を営んでいる方であれば、業種・規模は問い
ません。 お問合せ　商工サービス課　☎572−7116

Close
Up1 NewMember of Data

電気病院 プラザ日栄福島店
住　　所：森合字小松原15-8　　電　話：557-8225
営業時間：9：00〜19：00　　定休日：日曜　　駐車場：3台
 ひとこと！　家電のお困りごとは、当店にご相談ください！
　森合の県工となりにある電気病院です。平成9年より太田町からこの地に移
転し営業しています。
　屋号のとおり電気の病院として、家電製品の調子が悪い・使い方がわからな
い・故障したかもしれない、そんな時にお役に立てますよう頑張っております。
ご相談やお見積りなど気軽にお声がけください。
　かかりつけの電気屋としてお使いいただけますと幸いです。
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会員ビジネスボード

訪問型ペットお世話代行サービス
　犬・猫・ウサギ・鳥などのペットが自宅で留守番できるよう
に、散歩や食事の準備、掃除などのお世話を代行いたします。
　在宅時の散歩の代行、介護や病気への対応方法や困りごと相
談のカウンセリングなども行っています。
　約100頭のペットのお世話のノウハウを活かして、ペットと
飼い主が共に楽に楽しく暮らすことができるお世話方法を提案
しています。
　まずはお気軽にご相談ください。

手作りキムチも大人気
　高湯街道沿いの当店では、韓国で20年間料理店を経営してい
た店主が作る本場韓国の料理を堪能できます。日替わりランチ

（1,000円）、アツアツの石焼ビビンバ（980円）のほか、トッポギ、
チヂミなど人気の一品料理もおすすめ。リーズナブルな価格の
うえに野菜がたくさんとれてボリューム満点です。予約でディ
ナーも対応します（４名様から）。大人気の手作りキムチの販売
もあります（３個で1,000円）。手
作りキムチは、福島市内の「ここら」
７店舗でもお買い求めできます。

ペットのお留守番を
サポートします

高湯街道沿いの
韓国家庭料理店

ペットサービスもごせ

韓国料理 平和園

福島市太田町29-16-701
TEL 090-6222-7438
https://mogose.jp
か9：00〜19：00
け不定休　もなし

福島市在庭坂字石方原31-1
TEL 080-5227-9960
FAX 024-591-2419
かランチ11：30〜14：00
　キムチ販売10：00〜18：00
け不定休　も15台

会員ビジネス
ボード

自社の新商品、新サービスなど、何でもご紹介
できる、会員限定の無料情報発信コーナーです。

掲載をご希望の際は総合企画課
☎572－7117までお電話ください !!

無料情報
発信コーナー

全国品評会・日本一の玉露も当店にあります
　当店は毎年度、店主自らが厳選した『日本茶専門店』です。
　職場やご家庭でご愛飲いただける、低価格帯のさまざまな種
類のお茶はもちろん、日本最高ランクの
玉露から業務用まで各種取り揃えており
ます。また、急須、茶道具、抹茶、お茶
菓子なども豊富にございます。
　皆様のご来店をお待ちしております。

『お茶』のことなら
日本茶専門店へ！

茶楽（さらく）

福島市鎌田字熊ノ前25-1
TEL 024-552-3911
FAX 024-552-3922
http://www.saraku.co.jp
か平日9：30〜18：00　日・祝10：00〜17：00
け水曜　も有

その先の美しさのために
　お客様お一人おひとりが求める『美しさ（キレイの芽）』を育て
るお手伝いをします。
　「体質改善」「免疫力アップ」などご希望に応じてオーダーメイド
の施術を提供します。施術はお客様の体質に合わせたエステ技術
と100%天然ハーブオイルを使用して行います。
　『スプラウト』は、お友達の家に遊びに行くよ
うに、気軽に足を運べるサロンを目指していま
す。心を潤し、身体を癒しながら健康と美しさ
を叶えます。
　これからの5年、10年、20年、その先の美し
さのために。

お客様のキレイの芽を
育てます

エステ・ハウス スプラウト

福島市東中央2-72-1
TEL 024-531-6623
FAX 024-531-6623
https://sprout-ono.com
か10：00〜21：00（最終受付19：00）
け火曜　も2台

通院・冠婚葬祭・お買い物などにご利用ください
　一人暮らしや体の不自由な方はもちろん、老人ホーム、病院、
特別支援学校など、どこへでもお伺いしております。
　大切な命をお預かりして移動するため、全車両にＡＥＤを標
準装備しております。加えて介護有資格者の若いスタッフが送
迎しておりますので、利用者さまの万が一に備えて万全な体制
を整えております。

お客様を安心・安全に
ご送迎いたします

㈱スタイル・ハート 介護福祉タクシー

福島市新浜町3-4 新浜プラザ403
TEL 024-573-1397
FAX 024-573-1398
か8：30〜17：30　け日曜



表３

　1975年熊本生まれ。東京理科大学を卒業後ＮＴＴに就職、
約３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や
世界遺産「平泉」、世界一のスパコン「京」など数々の題字を手
がける。独自の世界観で全国で個展を開催。作品集『たのし
か』『絆』など著書は40を超える。 書道教室には約300人の
門下生が通う（2005年新規募集締め切り）。2013年度、文
化庁から文化交流使に任命され、ベトナム〜インドネシアに
て活動するなど、世界各国からさまざまなオファーを受ける。
　公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
　公式サイト：http://www.souun.net/、
　感謝69：http://kansha69.com/
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悩まずにまずはご相談ください。早めの対策が大事です。

2019年10月、消費税率がアップします
計画的に準備を進めましょう

・2019年10月から消費税率が10％に引き上げられると同時
に「消費税軽減税率制度」がスタートします。

・消費税率８％と10％の２種類が混在し、価格表示や請求書
の事務処理などさまざまな変更が発生し、すべての事業者で
対応が必要になります。

・レジ導入、受発注システム改修等を行う場合、国の補助金制
度をご利用いただけます。

線引きが難しい
「外食」の定義や
税率が紛らわし
いケースもあるた
め、しっかり確認
しましょう。

軽減税率８%
・酒類、外食を除く飲食料品
・週2回以上発行で定期購読
　される新聞
標準税率10％
・外食　　・酒類
・その他
　（医薬品、医薬部外品、水道水）

８%？

10%？

当所中小企業相談所では、消費税率アップに関するさまざまなご相談に対応します
軽減税率の
対象は？

変更となる
事務は？

補助金の
申請は？

価格転嫁
対策は？ 資金繰りは？

「何から始めればいいかわからない…」　　「準備に掛かる時間・金額がわからない…」
「値付けや価格表示について相談したい…」

○消費税軽減税率・転嫁対策のご相談は　当所中小企業相談所　☎536－3900

レジの
入替え

請求書の
様式変更

受発注
システムの
改修・入替え

経理処理
の変更
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相馬・米沢広域観光情報
　　　　　　【東北中央自動車道がつなぐ】

☆復興チャレンジグルメシリーズ☆
「冬の食彩祭」

　お待たせいたしました！本年も「冬の食彩祭」を開催
します。今回はテーマであるメイン食材は1品に限定せ
ず、相馬で水揚げされた食材をふんだんに生かし、そ
れぞれの店舗の独創性あふれるメニューでおもてなし
をさせて頂きます。実施期間に入りましたらご家族連
れでお越しください。

■実施期間：平成30年11月23日㈮
　　　　　　　　〜平成31年３月31日㈰
■実施場所：松川浦旅館組合加盟各店舗10件程度

（写真はともに一例です）

 http://matsukawaura.com 
■お問合せ
　☎0244-35-3300（相馬市観光協会）

通行料無料 !

 米沢のらーめん・そば・うどんを食べるなら
「米沢麺業組合」

　米沢麺業組合の組合店舗（30店舗）の歴史は100年以
上。組合設立当初からの老舗もあり、伝統の味は本物。
新しい店舗もそれぞれ研究熱心です！

 米沢らーめん 
　米沢らーめんは、手もみの細縮れ麺と、あっさりし
た後味の良いスープが特徴です。各店が鶏ガラと煮干
しをベースとしたスープを吟味、工夫を凝らしその店
ならではの味でお客様をおもてなししています。

 米沢そば 
　米沢のそばは、米の不作への備えとして米沢藩主上
杉鷹山公によって栽培が奨められ、長年にわたりその
味わいが愛されてきました。ぜひ味わってみてください。

■店舗詳細は、米沢麺業組合ＨＰをご覧ください。

「東北中央自動車道」開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議所では、
３都市間の交流人口の促進を図るため、各市のイベント情報など旬の情報をご紹介しており
ます。通行料は無料です。ぜひ、各市へ足を延ばしてみてください。

検索米沢麺業組合

検索松川浦観光振興グループ

2018明治安田生命J3リーグ
ガンバレ！ ユナイテッドFC ！
　福島商工会議所は福島ユナイテッドＦ
Ｃを応援しています。皆様もご一緒にス
タジアムでエールを送りましょう！

 11月のホームゲーム 
11月18日㈰ 13：05 KICK OFF

vs ガンバ大阪U-23
11月25日㈰ 13：00 KICK OFF

福島県サポーティングマッチ
vsブラウブリッツ秋田

●今季のホーム最終戦です●
会場：とうほう・みんなのスタジアム
福島ユナイテッドFC公式ホームページ

http://fufc.jp/

相馬 米沢


